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今
年
も
ま
た
「
猛
暑
」
と
評
さ
れ
た

夏
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
季
節
が
巡
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
本
年
度
の
本
校
の
教
育
活
動
は

円
滑
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
本
校
の
本
年
度
前
半

を
簡
潔
に
振
り
返
り
ま
す
。

学
校
行
事
に
お
い
て
は
、
夏
休
み
前

に
開
催
し
た
体
育
大
会
・
昇
龍
祭
で
は
、

生
徒
諸
君
が
若
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
楽
し
ん
で
い
る
姿
、
弾

け
る
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
昇
龍
祭

で
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
ご
協
力
の

下
、
運
営
し
て
い
た
だ
い
た
出
店
は
、

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
売

上
金
を
生
徒
会
会
計
等
に
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
8
月
末
に
は
、
韓
国
・
中
国

を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
加
え

て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
等
9
ヵ
国
か
ら
10

校
、
そ
し
て
、
国
内
の
沖
縄
尚
学
高

校
・
岡
山
学
芸
館
高
校
を
合
わ
せ
て
、

40
名
を
超
え
る
教
員
・
生
徒
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
き
、
第
25
回
国
際
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
校

生
徒
に
と
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

養
う
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
国

際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
も
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
提
供
を
は
じ
め
ご
協
力
・

ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

部
活
動
に
お
い
て
は
、
九
州
で
開
催

さ
れ
た
全
国
高
校
総
合
大
会
に
出
場
し

た
柔
道
部
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
・
な
ぎ

な
た
部
、
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
出

場
し
た
芸
術
（
美
術
）
部
・
囲
碁
将
棋

部
を
は
じ
め
、
各
部
の
生
徒
諸
君
が
存

分
に
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
9
月
末
に

は
、
昨
年
度
末
に
着
手
し
た
校
舎
の
外

装
工
事
が
完
了
し
、
白
と
ベ
ー
ジ
ュ
を

基
調
と
し
た
美
し
い
校
舎
が
姿
を
現
し

ま
し
た
。
加
え
て
、
厨
川
駅
側
か
ら
臨

む
校
舎
の
壁
面
に
、
校
章
と
10
月
に
公

表
し
た
本
校
の
経
営
母
体
で
あ
る
龍
澤

学
館
グ
ル
ー
プ
の
「
ロ
ゴ
」
と
と
も

に
、
従
来
の
ロ
ー
マ
字
表
記
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ

か
ら
漢
字
表
記
に
変
え
た
盛
岡
中
央
高

等
学
校
・
附
属
中
学
校
の
校
名
が
表
示

さ
れ
ま
し
た
。
ひ
と
目
で
本
校
の
存
在

を
認
知
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

む
す
び
に
、
本
校
の
現
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
3
年
生
の
生
徒
諸
君
は
、

す
で
に
進
路
が
決
定
し
て
い
る
生
徒
も

一
部
お
り
ま
す
が
、
各
自
の
進
路
希

望
の
実
現
に
全
力
を
傾
け
て
い
ま
す
。

1
・
2
年
生
の
生
徒
諸
君
は
、
次
代
の

学
校
を
担
う
べ
く
学
業
、
部
活
動
、
生

徒
会
活
動
と
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
着
実

に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
何
か
を
成

し
遂
げ
る
に
は
、
生
徒
諸
君
各
自
の
努

力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

様
に
も
引
き
続
き
本
校
の
教
育
活
動
へ

の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

校
長

川
上

圭
一

ご
あ
い
さ
つ

第
25
回
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
国
際
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
新
た
な

挑
戦
と
し
て「
発
表
」と「
交
流
」の
2
部

構
成
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
部
門

で
は
貧
困
や
教
育
と
い
っ
た
社
会
課
題

や
最
先
端
分
野
に
つ
い
て
の
課
題
発
表

が
多
く
、
生
徒
た
ち
が
課
題
へ
の
理
解

を
深
め
、
未
来
に
向
け
て
共
通
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、

各
国
の
生
徒
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、

国
境
を
越
え
た
共
同
研
究
実
施
の
可
能

性
を
見
出
し
ま
し
た
。
交
流
部
門
で
は

新
し
い
試
み
と
し
て
、
生
徒
が
ツ
ア
ー

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
し
て
姉
妹
校
生
徒
と

一
緒
に
盛
岡
市
内
を
巡
る「
シ
テ
ィ
ウ

オ
ー
ク
in
盛
岡
」や
茶
道
体
験
、
ク
ラ

ス
ル
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
や
部
活
動
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
保
護
者
の
皆

様
に
よ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
協
力
を
通

じ
、
訪
問
生
た
ち
は
温
か
い
日
本
の
家

庭
で
貴
重
な
文
化
交
流
が
実
現
し
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
国
際
課
長
／
石
川
圭
一
郎
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
長
の
星
春
輝

で
す
。
私
は
中
央
高
校
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る「
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
国
際
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」に
一
年
生
の
時
か
ら
参
加
し
て

お
り
、
先
輩
方
の
活
躍
す
る
姿
を
見

て
、
自
分
も
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
よ

り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で

実
行
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。
勇
気
を

出
し
て
立
候
補
し
た
も
の
の
、
昨
年
度

と
の
変
更
点
が
多
く
、
自
分
に
務
ま
る

か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
、
そ
の
他
多
く

の
方
々
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
無
事
や

り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
大
き

く
二
つ
の
新
し
い
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
一
つ
目
は
、
テ
ー
マ
を「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」か
ら「
若

者
が
目
指
す
未
来
」に
変
更
し
、
各
国

の
生
徒
が
こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
プ

レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の

テ
ー
マ
を
通
じ
て
、
各
国
が
抱
え
る
問

題
や
課
題
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
に
伴
う
問

題
や
教
育
、
貧
困
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ

ン
を
行
う
国
が
多
く
、
と
て
も
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

二
つ
目
は
、
盛
岡
市
内
を
姉
妹
校

の
生
徒
に
案
内
す
る「City W

alk

」

と
い
う
活
動
で
す
。
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
姉
妹
校
の
生
徒
を
赤

レ
ン
ガ
館
や
盛
岡
八
幡
宮
に
案
内
し
、

そ
の
後
、
み
ん
な
で
わ
ん
こ
そ
ば
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
盛
岡
に

来
る
人
の
視
点
か
ら
案
内
先
を
考
え

る
こ
と
で
、
盛
岡
の
良
さ
を
改
め
て

感
じ
た
り
、
新
た
な
発
見
も
あ
り
ま

し
た
。
姉
妹
校
の
生
徒
た
ち
も
盛
岡

の
街
に
感
動
し
、
わ
ん
こ
そ
ば
を
と

て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

最
後
の「
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
」や
盛
岡
駅
で
の
お
見
送
り
で

は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
涙
し
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。中
央
高
校
の
生
徒
、

姉
妹
校
の
生
徒
と
も
に
と
て
も
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
国
際
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

先
生
方
、
実
行
委
員
の
生
徒
た
ち
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
ご
家
族
、
そ
し
て
す
べ
て
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
長

星

春
輝（
３
Ｚ
４
Ｒ
）

第
25
回
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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心連心から留学　中央高校一ヶ月の感想 趙
チョウ
語
ゴ
嫣
エン
（１ＳＺ２）

中央高校に来てもう一ヶ月経ちました。最初は学校生活に慣れるか、友達ができるか、
クラスに溶け込めるかとても心配しました。しかし、学校初日から、クラスで友達ができ
ました。昼休みになって「購買いこう。」と誘ってくれました。それで、私はみんなと購
買に行き、ドーナツを買いました。この一ヶ月間で一号館の購買にも行き、お弁当や味
噌おにぎりも食べてみました。とてもおいしいです。同じ電車に乗る友達とＩＧＲの遅延も
何度か体験できました。さんさ同好会に入って、他のクラスの子とも友達になれました。
中国の学校はいつも九時間まであるので、帰りが遅くなります。しかし中央は四時十五
分に終わるので、学校帰りに友達とカラオケに行ったり、みんなと厨川駅近くでもんじゃ
焼きとお好み焼きを食べたりすることができました。
授業の時、先生方も優しくしてくださり、授業中に「趙さん、大丈夫ですか。」と聞い

てくれます。中国に関する話しも聞きます。英語コミュニケーションの菊地先生が、十年
ぐらい前に私の中国の学校に行った時のことを話してくれました。学校の教科のなかで、
一番難しいのは言語文化だと思います。古文はやったことがないもので、漢文の書き方
も中国と違っていて、全然分かりませんでした。それで、恵先生が古文の週末課題の代
わりに漢字のドリルを渡してくれました。漢字のほかに、慣用句の使い方も勉強できます。
漢文の返り点、一二点、上下点などを０から勉強するプリントももらいました。言文の授
業で、みんなが漢文を読んでいるとき、隣の席佐々木君も私に漢文の読み方を教えてく
れました。
三連休の時は、岩崎先生と奥さんが盛岡の秋祭りを見に行ったり、宮古市の海に行っ

たり、花巻で学校のサッカー部の試合を見に
行ったり、八幡平の溶岩路を歩きに行ったり、
岩手県の色々なところに遊びに連れでってくだ
さいました。岩崎先生にいろいろお世話になり
ました。
来たばかりで、分からないことがたくさんあ

りますが、学校の先生とクラスメートからいろ
いろ助けをいただき、本当に充実で楽しい一ヶ
月が過ごせました。日本語能力の不足で書き
たいことがまだいっぱいありますが、言葉にで
きません。この文章も文法や敬語の使い間違
えがたくさんあるかもしれませんが、これから
は日本語をもっと精進し、学校の皆さんともっ
と仲良くなりたいです。
ありがとうございます。これからもよろしく

お願いします。
（趙さんの原文のまま掲載）

Seaford Secondary College 日本文化研修

9
月
29
日
㈰
〜
10
月
5
日
㈯
の
7
日
間
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
ア
デ
レ
ー
ド
市
に
あ

る
姉
妹
校
シ
ー
フ
ォ
ー
ド
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ

（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）か
ら
、
生
徒
15
名
と
教
員
3
名
が
本
校
を

訪
問
し
本
校
生
徒
と
交
流
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
生
徒
た
ち
は
、
陸
前
高
田
への
震
災
学
習

や
、
平
泉
の
世
界
遺
産
で
日
本
の
歴
史
や
文
化
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
本
校
生
徒
や
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
に

よ
る
茶
道
や
書
道
体
験
で
は
、
交
流
を
通
し
て
日
本

の
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、

最
初
は
言
語
が
通
じ
ず
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
け
れ
ど
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
お
互
い
の
気

持
ち
を
伝
え
合
え
る
よ
う
に
な
って
嬉
し
か
っ
た
」
や
、

「
高
校
生
が
茶
道
を
教
え
て
く
れ
た
こ
と
に
び
っ
く
り

し
た
。
浴
衣
を
着
て
日
本
庭
園
を
散
策
し
た
の
は
非

日
常
的
な
体
験
だ
っ
た
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
校
の
生
徒
は
、「
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
生
徒
た
ち
が
日
本
文

化
に
強
い
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、

あ
ら
た
め
て
日
本
文
化
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
に
つ
い
て
も
も
っ

と
深
く
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
述
べ
る
な
ど
、

こ
の
訪
問
が
相
互
文
化
理
解
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

母の日、父の日、昇龍祭、そして10月19日のラン
イベントの計4回、募金活動を行い、現時点で約１５万
円の寄付をいただきました。

カナダの学校行事としても行われているがん研究支
援のチャリティー「テリーフォックスラン」を実施しまし
た。先日あいにくの雨の中になりましたが、ラン・イベ
ントを実施しました。ラン・イベントでは生徒や教員が
一緒に走りながら、楽しみと支援の両方を実現する貴
重な機会となりました。単なる募金活動にとどまらず、
チャリティーに協力する側も楽しめる本イベントは、が
ん治療への貢献と共に学校の一体感を育む新たな行
事として根付かせていきたいと思います。ご協力いた
だいた皆様に心より感謝いたします。

テリー・フォックス・ラン
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JWJTJPO

Ⅰ

第
2
位

%
JWJTJPO

ⅡA

第
4
位

%
JWJTJPO

Ⅲ
サ
テ
ラ
イ
ト

第
3
位

●
東
北6

��
�

ル
ー
キ
ー
リ
ー
グ

�

部�
�
�
�

優
勝

●
第
1
0
3
回
全
国
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会

2
回
戦

盛
岡
中
央
14
―
0
北
上
翔
南

3
回
戦

盛
岡
中
央
1
―
1

（
P
K
4
―
3
）花
巻
東

準
々
決
勝

盛
岡
中
央
2
―
0
江
南
義
塾

準
決
勝

盛
岡
中
央
1
―
3（
延
長
）遠
野

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人

サ
ッ
カ
ー
大
会

2
回
戦

盛
岡
中
央
5
―
0
盛
岡
北

3
回
戦

盛
岡
中
央
7
―
0
水
沢
工
業

準
々
決
勝

盛
岡
中
央
3
―
1
盛
岡
第
三

準
決
勝

盛
岡
中
央
0
―
0

（
P
K
5
―
4
）専
大
北
上

決
勝盛

岡
中
央
1
―
2
盛
岡
誠
桜

サ
ッ
カ
ー
部
は
今
年
度
i

L
e
a
g
u
e
1
部
第
2
位
に
な

り
、
12
月
に
行
わ
れ
る
プ
リ
ン
ス

リ
ー
グ
東
北
へ
の
参
入
戦
プ
レ
ー

オ
フ
へ
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
、東
北
ル
ー
キ
ー
リ
ー

グ
で
は
2
部
優
勝
と
1
部
昇
格
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保

護
者
の
方
々
に
は
い
つ
も
多
大
な

ご
声
援
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
愛

さ
れ
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
」を
目

指
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

（
顧
問
／
中
森
淳
）

【
男
子
柔
道
部
】

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
�
、

�
年
生
体
重
別
柔
道
選
手
権
大
会

〈
個
人
戦
2
年
生
部
〉

66
㎏
級

優
勝

織
笠

琉（
2
B
1
）

73
㎏
級

3
位

佐
藤
劉
ノ
心（
2
A
1
）

90
㎏
級

優
勝

勝
田

莉
央（
2
A
1
）

100
㎏
超
級

3
位

鳥
内
璃
比
都（
2
B
1
）

100
㎏
超
級

3
位

根
子

翔
冶（
2
B
1
）

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人

柔
道
大
会

〈
団
体
戦
〉
優
勝

2
回
戦

盛
岡
中
央
4
―
0
岩
手
高
校

準
決
勝

盛
岡
中
央
5
―
0
花
巻
東　
　

決
勝盛

岡
中
央
2
―
2
盛
岡
大
学
附
属

代
表
戦（
優
勢
勝
ち
）

〈
個
人
戦
〉

60
㎏
級

準
優
勝

觸
澤

蒼（
2
A
2
）

66
㎏
級

優
勝

織
笠

琉（
2
B
1
）

73
㎏
級

優
勝

佐
藤
劉
ノ
心（
2
A
1
）

90
㎏
級

準
優
勝

勝
田
莉
央（
2
A
1
）

100
㎏
超
級

3
位

鳥
内
璃
比
都（
2
B
1
）

100
㎏
超
級

3
位

根
子

翔
冶（
2
B
1
）

（
顧
問
／
久
保
田
豪
）

【
女
子
柔
道
部
】

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
�
、

�
年
生
体
重
別
柔
道
選
手
権
大
会

〈
個
人
戦
〉

63
㎏
級

優
勝

佐
藤

環（
2
A
1
）

70
㎏
級

3
位

塩
谷
心
菜（
1
A
2
R
）

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人

柔
道
大
会

〈
団
体
戦
〉
準
優
勝

1
回
戦

盛
岡
中
央
3
―
0
花
北
青
雲

2
回
戦

盛
岡
中
央
2
―
1
盛
岡
市
立

準
決
勝

盛
岡
中
央
0
―
0
盛
岡
大
附

代
表
戦（
一
本
勝
ち
）

決
勝盛

岡
中
央
0
―
2
盛
岡
南
・
不
来
方

〈
個
人
戦
〉

48
㎏
級

2
位

太
田
美
桜（
1
A
1
）

57
㎏
級

3
位

小
松
秋
音（
2
A
1
）

3
㎏
級

2
位

佐
藤

環（
2
A
1
）

78
㎏
級

2
位

阿
部
凜
々
花（
2
A
1
）

今
年
度
は
、
8
月
に
行
わ
れ
た

大
分
県
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、
青
山

桃
花（
3
B
2
）が
52
㎏
級
で
ベ
ス

ト
16
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
で
行
わ

れ
た
新
人
戦
で
は
、
団
体
戦
で
準

優
勝
、
個
人
戦
入
賞
者
4
名
と
奮

闘
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
チ
ー

ム
と
し
て
の
課
題
も
多
く
残
る
試

合
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
に
満
足
せ
ず
、
次
の
全
国
選
手

権
大
会
の
県
予
選
で
は
優
勝
を
目

指
し
、
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
り

日
々
の
稽
古
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
顧
問
／
佐
々
木
万
実
）

【
陸
上
競
技
部
】

●
2
0
2
4
岩
手
県
陸
上
競
技
選

手
権
大
会

男
子
4
0
0
ｍ

6
位

及
川
雄
貴（
2
A
1
）

男
子
5
0
0
0
ｍ

1
位

尾
藤
寿
哉（
2
Z
2
）

男
子
4
×
4
0
0
ｍ
Ｒ

5
位

松
本

拓（
3
Z
1
）

　
　
　
　

清
見
拓
真（
2
S
Z
1
）

　
　
　
　

及
川
雄
貴（
2
A
1
）

　
　
　
　

三
澤
恭
汰（
3
A
1
）

男
子
走
高
飛

6
位

小
野
真
悟（
2
Z
1
）

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
大
会

男
子
4
0
0
ｍ

7
位

及
川
雄
貴（
2
A
1
）

男
子
8
0
0
ｍ

6
位

及
川
雄
貴（
2
A
1
）

男
子
走
高
跳

3
位

小
野
真
悟（
2
Z
1
）

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

２
学
年
Ａ
Ｂ
コ
ー
ス
探
究
学
習

こ
の
た
び
、
２
年
生
Ａ
・
Ｒ
・
Ｂ
コ
ー
ス
の
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」と
し
て
、Ｍ
Ｃ
Ｌ
専
門
学
校
グ
ル
ー
プ
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
岩
手
の
未
来
を
創
る
探
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
企
業
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
生
徒
が
実
社
会
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
貢
献
意
識
を

高
め
、
地
域
社
会
の一員
と
し
て
の
責
任
感
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
力
を
養
い
、

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
ね
ら
い
の一つ
で
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
岩
手
県
内
に
事
業
所
を
構
え
る
13
社

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
4
〜
6
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
各
企
業
か
ら
の
講
話
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、

企
業
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
深
い
理
解
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
普
段
と
は
異
な
る
環
境
に
少
し
緊
張
し
な
が
ら

も
、
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
Ｍ
Ｃ
Ｌ
専
門
学

校
を
会
場
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
に
と
って
は
新
し
い
学
び
の

場
と
な
り
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｌ
専
門
学
校
講
師
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や

レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
探
究
活
動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

通
常
の
授
業
で
は
気
づ
き
に
く
い
課
題
や
改
善
点
が
明
ら
か
に
な

り
、
よ
り
深
い
学
び
と
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

【
参
加
企
業
・
団
体
】
岩
手
県
議
会
、
盛
岡
大
通
商
店
街
協
同
組
合
、

自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
株
式
会
社
サ
ン

ウ
ェ
イ（
リ
サ
ー
ジ
ュ
・
ラ
ヴ
ィ
モ
ア
）、
株
式
会
社
北
日
本
銀
行
、
岩

手
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
盛
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社（
フ
ェ
ザ

ン
、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
）、株
式
会
社
カ
ン
ト
リ
ー
不
動
産
、

株
式
会
社
げ
ん
き
や
グ
ル
ー
プ
、
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、
サ
ト

ル
デ
ザ
イ
ン
、
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て

ア
ラ
ス
カ
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
の
開
催

10
月
5
日
㈯
、
本
校
体
育

館
に
お
い
て
Ｖ
・
Ｓ
Ｚ
・
Ｚ
コ
ー

ス
の
１・２
年
生
と
附
属
中
学

生
を
対
象
に
、
写
真
家
松
本

紀
生
さ
ん
を
お
招
き
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
は
毎

年
、
半
年
以
上
を
ア
ラ
ス
カ
で

過
ご
し
、
大
自
然
の
オ
ー
ロ
ラ

や
動
物
を
写
真
や
映
像
に
撮

り
続
け
て
お
り
ま
す
。
今
回

は
そ
の
映
像
に
よ
り
、
気
候

変
動
の
爪
痕
を
見
て
、
環
境

教
育
を
推
進
す
る
目
的
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

写
真
や
映
像
は
ど
れ
も
美

し
く
迫
力
が
あ
り
、
生
徒
は

90
分
間
見
入
っ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
松
本

さ
ん
が
一
番
生
徒
に
伝
え
た

か
っ
た
こ
と
は
、「
結
果
で
は

な
く
そ
れ
ま
で
の
努
力
、
何
を

成
し
遂
げ
た
か
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
ど
う
取
り
組
ん
で
き

た
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
、

何
日
も
オ
ー
ロ
ラ
が
出
る
の
を

待
ち
続
け
ま
し
た
が
、
結
局

見
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
と
き

も
、「
最
高
に
充
実
し
た
気
持

だ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
も
説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
も
前

向
き
に
努
力
す
る
大
切
さ
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。
講
演
後
の
質

疑
・
応
答
に
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
大
盛
況
の
中
、
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
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男
子
や
り
投

3
位

齊
藤
巧
輝（
2
S
Z
1
）

男
子
1
1
0
ｍ
Ｈ

5
位

高
橋
和
雅（
1
A
1
）

女
子
4
×
1
0
0
ｍ
Ｒ

7
位

吉
田
百
桃
果（
2
A
1
）

　
　
　
　

佐
藤
夕
月（
2
Z
1
）

　
　
　
　

古
川
実
歩（
2
S
Z
1
）

　
　
　
　

関
香
里
奈（
2
S
Z
2
）

部
員
は
短
距
離（
跳
躍
・
投
擲

含
む
）ブ
ロ
ッ
ク
14
名
、
長
距
離
ブ

ロ
ッ
ク
6
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
2

名
の
合
計
22
名
で
、
県
営
運
動
公

園
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
岩
手
県
高
校
総
体
と

岩
手
県
新
人
戦
と
も
に
東
北
大
会

出
場
者
が
2
名
と
い
う
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
い
て
も
、
新
入
部
員
が
4
名
入

部
し
、
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会

岩
手
県
予
選
会
で
は
単
独
チ
ー
ム

と
し
て
6
年
ぶ
り
に
出
場
し
ま
し

た
。
17
チ
ー
ム
中
10
位
と
い
う
結

果
で
、
来
年
度
は
さ
ら
に
上
の
順

位
を
目
指
せ
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
今
年
度
の
結
果
を
踏
ま

え
、
来
年
度
は
更
な
る
チ
ー
ム
力

ア
ッ
プ
に
努
力
し
、
一
人
で
も
多

く
全
国
大
会
・
東
北
大
会
に
出
場

出
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（顧

問
／
工
藤

洸
）

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は

現
在
、
2
年
生
6
名
、
1
年
生
7

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
チ
ー
ム
は
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
シ

ス
テ
ム
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
チ
ー
ム

の
武
器
と
し
て
戦
っ
て
お
り
、
連

携
の
と
れ
た
守
り
が
強
み
で
す
。

こ
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
力
に
さ
ら
に

磨
き
を
か
け
る
と
と
も
に
、
個
々

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
シ
ュ
ー
ト
成

功
率
と
い
っ
た
オ
フ
ェ
ン
ス
面
の

課
題
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
強
さ
が
発
揮
で
き
る
チ
ー

ム
で
あ
り
、
今
後
の
大
会
が
楽
し

み
で
す
。
最
後
に
、
い
つ
も
部
活

動
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

保
護
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
顧
問
／
田
村
祐
太
）

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

●
第
��
回
岩
手
県
私
立
高
等
学
校
男
子
・

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

兼

第
��
回
東
北
私
立
高
等
学
校
男
子
・
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
予
選

〈
予
選
リ
ー
グ
戦
〉1
勝
2
敗

盛
岡
中
央
0
―
2
一
関
修
紅

盛
岡
中
央
0
―
2
専
大
北
上

盛
岡
中
央
2
―
0
白
百
合

東
北
大
会
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト（
1
回
戦
敗
退
）

盛
岡
中
央
0
―
2
水
沢
第
一

●
令
和
�
年
度
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高

等
学
校
選
手
権
大
会
盛
岡
地
区
予
選

女
子

〈
予
選
リ
ー
グ
〉（
１
勝
１
敗
）

盛
岡
中
央
0
―
2
盛
岡
第
三

盛
岡
中
央
2
―
1
盛
岡
北

代
表
決
定
戦（
県
予
選
出
場
権
獲
得
）

盛
岡
中
央
2
―
1
盛
岡
商
業

●
令
和
�
年
度
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

高
等
学
校
選
手
権
大
会
岩
手
県
予
選
会

1
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
2
一
関
第
一

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
現

在
2
年
生
5
名
、
1
年
生
7
名
の

計
12
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

高
総
体
で
3
年
生
全
員
が
引
退

後
、
新
チ
ー
ム
で
明
る
く
元
気
に

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の

チ
ー
ム
目
標
は
、
予
選
を
通
過
し

県
大
会
で
1
勝
を
挙
げ
る
こ
と
で

す
。
10
月
の
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会（
春
高

バ
レ
ー
）盛
岡
地
区
予
選
で
久
方

ぶ
り
に
予
選
を
通
過
し
、
県
大
会

出
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
11
月
の

県
大
会
で
は
、
１
回
戦
敗
退
と
目

標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
の
新
人
大
会
で
目
標
を
達
成
で

き
る
よ
う
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。

（
顧
問
／
中
野

浩
）

【
テ
ニ
ス
部
】

●
東
北
私
学
テ
ニ
ス
選
手
権

〈
男
子
団
体
〉
1
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
3
東
北
学
院

初
戦
敗
退

〈
女
子
団
体
〉
1
回
戦

盛
岡
中
央
2
―
1
郡
山
女
子
大
学
付
属

〈
ダ
ブ
ル
ス
〉
10
位

藤
澤
乃
々
花（
2
Z
2
）

及
川

美
月（
2
S
Z
1
）ペ
ア

●
第
��
回
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会

〈
団
体
戦
〉

男
子

1
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
4
北
桜　
　
　

順
位
戦

盛
岡
中
央
0
―
3
盛
岡
第
三

女
子

1
回
戦

盛
岡
中
央
1
―
3
不
来
方
・
盛
岡
南

順
位
戦

盛
岡
中
央
1
―
3
花
巻
北　
　

〈
個
人
〉

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

1
回
戦

藤
澤
乃
々
花（
2
Z
2
）

1
―
6
敗
退

初
戦
敗
退

●
令
和
�
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ン
グ
ル
ス

第
1
位

藤
澤
乃
々
花（
2
Z
2
）

新
し
く
入
部
し
た
一
年
生
の
大

半
が
初
心
者
と
い
う
状
況
で
、
団

体
戦
で
は
な
か
な
か
結
果
が
出
せ

て
い
な
い
も
の
の
、
2
年
生
を
中

心
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

2
年
生
の
藤
澤
や
泉
田
は
惜
し

い
試
合
が
多
く
、
あ
と
1
ポ
イ
ン

ト
を
取
り
切
れ
ず
勝
ち
き
れ
な
い

試
合
や
苦
手
な
タ
イ
プ
の
選
手
に

対
し
て
う
ま
く
対
処
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
が
続
き
ま
し
た
。

怪
我
が
多
く
、
万
全
の
状
態
で

試
合
に
臨
め
な
い
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
苦
手
の
克
服
や
試
合
の

中
で
工
夫
す
る
と
い
う
こ
と
を
意

識
し
て
練
習
に
打
ち
込
み
ま
し

た
。
シ
ー
ズ
ン
最
終
戦
で
は
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
、
藤
澤
が
上
位
選
手

10
名
の
い
な
い
大
会
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
第
1
位
と
い
う
結
果
を

残
し
ま
し
た
。
冬
の
期
間
は
春
の

高
校
総
体
に
向
け
た
体
作
り
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
顧
問
／
石
川
圭
一
郎
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

〈
団
体
戦
〉
男
子

1
回
戦

盛
岡
中
央
3
―
0
一
関
学
院

2
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
3
前
沢

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
男
子
8

名
、
女
子
3
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
基
礎
打
ち
や
基
礎
体
力
向
上

の
た
め
の
練
習
を
多
く
取
り
入
れ

な
が
ら
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
互
い
に
意

見
を
出
し
合
っ
た
り
、
技
術
を
教

え
合
っ
た
り
し
て
、
1
勝
で
も
多

く
勝
て
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て

い
ま
す
。
3
年
生
が
引
退
し
、
新

チ
ー
ム
と
し
て
初
の
大
会
と
な
る

新
人
大
会
は
、
団
体
戦
2
回
戦
敗

退
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
大
会
を
通
じ
て
今
後
の
課
題

が
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、

日
々
の
部
活
動
に
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
保
護
者
の
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（顧

問
／
加
藤

操
）

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

●
県
秋
季
大
会

第
3
位

三
回
戦

盛
岡
中
央
21
―
19
専
大
北
上

準
決
勝

盛
岡
中
央
14
―
33
不
来
方

第
三
シ
ー
ド
決
定
戦

盛
岡
中
央
27
―
23
盛
岡
南

●
県
新
人
大
会

第
3
位

二
回
戦

盛
岡
中
央
30
―
16
盛
岡
三

三
回
戦

盛
岡
中
央
27
―
10
盛
岡
商
業

準
決
勝

盛
岡
中
央
19
―
31
不
来
方

第
三
シ
ー
ド
決
定
戦

盛
岡
中
央
30
―
29
盛
岡
南

優
秀
選
手

浅
倉
春
花（
2
A
1
）

三
年
生
が
残
し
て
く
れ
た
ベ
ス

ト
四
を
守
り
、
更
に
上
を
目
指
す

た
め
、「
勇
往
邁
進
」「
堅
守
速
攻
」

の
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
チ
ー
ム

は
相
手
の
ペ
ー
ス
で
運
ぶ
試
合
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
県
秋
季
大
会

は
七
点
の
ビ
ハ
イ
ン
ド
を
逆
転
、

県
新
人
大
会
で
は
延
長
戦
の
末
一

点
差
で
逃
げ
切
る
な
ど
、
選
手
達

の
努
力
と
意
地
で
な
ん
と
か
第
三

位
を
死
守
し
て
い
ま
す
。
三
位
を

守
り
、
二
位
と
の
差
を
埋
め
る
べ

く
、身
体
作
り
や
個
人
技
術
、チ
ー

ム
戦
術
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
顧
問
／
杉
田
陽
子
）

【
な
ぎ
な
た
】

●
第
��
回
東
北
高
等
学
校
な
ぎ
な

た
選
手
権
大
会

石
橋

栄
乃（
3
S
Z
2
）

齊
藤

夏
未（
2
Z
1
）

演
技
競
技

予
選
リ
ー
グ
通
過

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

第
4
位

●
令
和
�
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
な
ぎ
な
た
競
技
大
会
、
第
��
回

全
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

石
橋

栄
乃（
3
S
Z
2
）

齊
藤

夏
未（
2
Z
1
）

予
選
リ
ー
グ
通
過

2
勝

対
東
海
学
園
4
―
1

　
　
　
　

対
藤
岡
中
央
5
―
0

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
回
戦
敗
退

対
ザ
ベ
リ
オ
学
園
0
―
5

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人

大
会

な
ぎ
な
た
競
技

女
子
個
人
試
合

第
2
位

齊
藤

夏
未（
2
Ｚ
１
）

全
国
レ
ベ
ル
の
技
術
に
直
接
触

れ
る
機
会
を
持
ち
、
有
意
義
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
さ
ら
な
る

技
術
及
び
精
神
面
の
向
上
を
目
指

す
最
高
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な

り
ま
し
た
。

（
佐
藤
律
子
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会

〈
男
子
団
体
戦
〉

1
回
戦

盛
岡
中
央
2
―
1
花
巻
農
業
・
花
巻
東

2
回
戦

盛
岡
中
央
0
―
3
宮
古

敗
退

新
人
戦
に
お
い
て
、
地
区
予
選

で
は
な
か
な
か
良
い
試
合
展
開
に

な
ら
ず
、
惜
し
く
も
個
人
戦
の
県

大
会
出
場
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が

県
大
会
で
は
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー

が
で
き
始
め
、
そ
の
上
で
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
が
で

き
た
と
感
じ
る
。
来
年
度
の
高
総

体
に
向
け
て
さ
ら
に
技
術
力
、
メ

ン
タ
ル
力
を
上
げ
、
個
人
戦
県
大

会
出
場
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
。

（
顧
問
／
梅
木
翔
太
）

【
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

●
第
��
回
岩
手
県
高
校
新
人
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

1
回
戦

盛
岡
中
央
8
―
14
盛
岡
第
四

●
第
��
回
岩
手
県
高
校
新
人
選

抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

リ
ー
グ
戦

盛
岡
中
央
3
―
6
大
船
渡
高

盛
岡
中
央
14
―
2
高
田
・
宮
古
商
工

盛
岡
中
央
2
―
6
花
北
青
雲

（
顧
問
／
川
手
祐
輔
）

【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会

優
勝（
4
年
連
続
10
回
目
）

●
第
��
回
全
日
本
高
等
学
校
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

盛
岡
中
央
1
―
12
鹿
児
島
工
業（
鹿
児
島
県
）

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

優
勝（
11
年
連
続
11
回
目
）

部
員
不
足
の
他
、
練
習
不
足
も

重
な
っ
て
し
ま
い
、
決
し
て
満
足

で
き
る
結
果
で
は
な
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
部
員
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を

精
一
杯
頑
張
る
こ
と
も
で
き
た
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

部
員
募
集
と
楽
し
く
練
習
を
す
る

こ
と
は
継
続
し
て
行
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（

顧
問
／
山
賀
敏
也
）

【
卓
球
部
】

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人

卓
球
競
技
大
会

男
子
学
校
対
抗

2
回
戦
敗
退

女
子
学
校
対
抗

2
回
戦
敗
退

ベ
ス
ト
16

女
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

外
下
朋
果（
2
S
Z
1
）

3
回
戦
敗
退

村
井
瑞
歩（
2
A
2
R
）

2
回
戦
敗
退

女
子
ダ
ブ
ル
ス

外
下
朋
果
・
村
井
瑞
歩

2
回
戦
敗
退

卓
球
部
は
現
在
男
子
8
名
、
女

子
5
名
の
計
13
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
男
子
は
盛
岡
地
区
予
選
を

通
過
し
、
学
校
対
抗
の
み
県
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
女
子
は
個
人

種
目
の
み
地
区
予
選
が
行
わ
れ
、

2
名
と
1
組
の
ダ
ブ
ル
ス
が
県
大

会
へ
出
場
し
ま
し
た
。現
在
は「
自

分
た
ち
で
考
え
て
練
習
を
す
る
」

「
自
分
た
ち
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

合
う
」こ
と
を
念
頭
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
試
合
結
果
を
受
け
て

感
じ
た
こ
と
は
生
徒
個
々
で
異
な

り
ま
す
が
、
1
月
の
全
国
選
抜
県

予
選
会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

（
顧
問
／
吉
田
幸
彦
・
佐
々
木
美
咲
）

【
銃
剣
道
】

●
第
��
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
銃

剣
道
競
技

1
回
戦

岩
手
2
―
1
鹿
児
島

2
回
戦

岩
手
0
―
3
高
知

指
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト（
順
位
決
定

戦
）岩
手
0
―
3
長
崎
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銃
剣
道
は
比
較
的
マ
イ
ナ
ー
で

す
が
、
武
道
と
し
て
精
神
を
鍛

え
、
練
習
や
遠
征
で
仲
間
と
の
絆

を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
私
は
縁
あ
っ
て
紫
波
銃

剣
道
ク
ラ
ブ
で
高
校
1
年
生
か
ら

3
年
間
活
動
し
て
き
て
、
最
終
的

に
目
標
で
あ
っ
た
国
体
出
場
も
果

た
せ
、
と
て
も
意
義
の
あ
る
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前

述
の
通
り
銃
剣
道
は
競
技
人
口
こ

そ
少
な
い
で
す
が
、
見
る
の
も
す

る
の
も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

こ
れ
が
銃
剣
道
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

滝
澤
星
登（
3
S
Z
2
）

【
硬
式
野
球
部
】

●
第
1
0
6
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
岩
手
大
会

1
回
戦

盛
岡
中
央
6
―
0
西
和
賀

2
回
戦

盛
岡
中
央
9
―
3
水
沢
工
業

3
回
戦

盛
岡
中
央
7
―
6
一
関
一

準
々
決
勝

盛
岡
中
央
1
―
6
花
巻
東

●
第
��
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校

野
球
岩
手
県
大
会
盛
岡
地
区
予
選

代
表
決
定
戦

盛
岡
中
央
10
―
0
盛
岡
市
立（
5
C
）

盛
岡
中
央
6
―
7
盛
岡
工
業

●
第
��
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学

校
野
球
岩
手
県
大
会

1
回
戦

盛
岡
中
央
7
―
0
花
巻
北

2
回
戦

盛
岡
中
央
2
―
9
一
関
学
院（
7
C
）

●
い
わ
て
国
体
記
念

第
�
回
�
年

生
野
球
交
流
大
会

盛
岡
地
区
予
選

1
回
戦

盛
岡
中
央
B
3
―
0
盛
岡
工
業

2
回
戦

盛
岡
中
央
A
7
―
0
盛
岡
第
一

盛
岡
中
央
B
0
―
3
盛
岡
大
附

代
表
決
定
戦

盛
岡
中
央
A
1
―
4
盛
岡
大
附

野
球
部
は
2
年
生
22
名
1
年
生

40
名
の
62
名
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。夏

の
選
手
権
予
選
で
は
、
甲
子

園
出
場
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
準
々
決
勝
で
花
巻
東

高
校
に
1
―
6
で
敗
戦
す
る
と
い

う
悔
し
い
結
果
で
し
た
。
P
T
A

の
皆
さ
ま
、
在
校
生
の
皆
さ
ま
に

は
、猛
暑
の
中
球
場
に
駆
け
つ
け
、

ご
声
援
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
チ
ー
ム
は
2
年
連
続
の
東
北

大
会
出
場
を
目
指
し
秋
季
県
大
会

を
戦
い
ま
し
た
が
、
優
勝
し
た
一

関
学
院
高
校
に
2
回
戦
で
敗
戦
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
1
・
2

年
生
選
手
は
来
年
の
甲
子
園
出
場

に
向
け
て
、
チ
ー
ム
、
個
人
の
課

題
に
向
き
合
い
練
習
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

P
T
A
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
引
き
続
き
野
球
部
へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
、
ご
声
援
を
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
顧
問
／
本
間
崇
朗
）

【
少
林
寺
拳
法
部
】

●
第
��
回
少
林
寺
拳
法
岩
手
県
大
会

古
川
大
智（
2
A
1
）

高
校
生
男
子
茶
帯
単
独
の
部

最

優
秀
賞

高
校
生
男
子
茶
帯
の
部

最
優
秀
賞

本
年
度
は
東
北
大
会
に
も
出
場

せ
ず
、
県
大
会
の
み
へ
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
が
、
部
員
た
ち
は
自

分
の
目
標
達
成
の
た
め
に
精
一
杯

努
力
し
て
い
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
出
場
し
た
部

門
で
は
す
べ
て
最
高
評
価
で
あ
る

最
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
初
め
て

演
武
練
習
を
こ
な
し
、
昇
級
試
験

に
も
取
り
組
み
、
3
級
ま
で
合
格

し
て
茶
帯
ま
で
も
ら
う
子
も
で
き

ま
し
た
。
次
年
度
以
降
は
も
っ
と

大
会
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
、
演

武
練
習
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

（
顧
問
／
中
村
祐
史
）

【
ゴ
ル
フ
部
】

●
2
0
2
4
年
度（
第
��
回
）東
北

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技

女
子
の
部

2
位

中
野
舞
子（
3
Z
4
R
）

8
位

佐
々
木
ひ
か
り（
2
B
2
）

（
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
出
場
）

●
第
��
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
佐

賀
県
）ゴ
ル
フ
競
技
・
女
子
の
部

中
野
舞
子

佐
々
木
ひ
か
り

出
場

●
全
国
高
等
学
校
・
中
学
校
ゴ
ル

フ
選
手
権
秋
季
東
北
大
会

男
子
の
部

14
位

藤
原
天
飛（
1
A
1
）

15
位

佐
々
木
琉
月（
2
B
1
）

女
子
の
部

10
位

新
田
智
央（
2
B
2
）

11
位

佐
々
木
ひ
か
り（
2
B
2
）

今
年
度
も
各
種
で
好
成
績
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
国

民
ス
ポ
ー
ツ（
佐
賀
県
）大
会
・
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
に

3
Z
4
R
中
野
舞
子
・
2
B
2

佐
々
木
ひ
か
り
が
出
場
。
岩
手
県

マ
ッ
チ
プ
レ
ー
選
手
権（
女
子
の

部
）で
は
2
B
2
新
田
智
央
が
優

勝
す
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

今
後
も
本
校
の
活
動
だ
け
に
限

ら
ず
、
岩
手
県
ゴ
ル
フ
連
盟
は
じ

め
関
係
各
位
と
連
携
し
、
ゴ
ル
フ

の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
顧
問
／
高
橋

亨
）

【
チ
ア
ダ
ン
ス
部
】

今
年
度
の
チ
ア
ダ
ン
ス
部
は
、

岩
手
ビ
ッ
グ
ブ
ル
ズ
の
試
合
、

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
、
昇
龍
祭
、

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
1
年
間

に
披
露
す
る
機
会
が
少
な
い
た

め
、
一
つ
一
つ
の
行
事
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
よ
り
よ
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
な
る
よ
う
に

普
段
か
ら
練
習
に
励
み
、
部
員
同

士
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
と
て
も

良
い
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
部
員
が
6
人
と
少
な
い
人
数

で
す
が
、
こ
の
人
数
を
生
か
し
た

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や
振
り
付
け

を
作
り
、
皆
さ
ん
に
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

（
顧
問
／
澤
田
怜
利
）

【
囲
碁
将
棋
部
】

・
将
棋
の
部

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
文
化

連
盟
将
棋
新
人
大
会

〈
団
体
戦
〉Ｂ
級

細
川
昂
徳（
2
S
Z
1
）

沢
田
篤
郎（
2
S
Z
1
）

細
川
理
仁（
2
S
Z
1
）

　
　

3
勝
2
敗

〈
個
人
戦
〉Ｂ
級

細
川
昂
徳（
2
S
Z
1
）

　
　

4
勝
1
敗

細
川
理
仁（
2
S
Z
1
）

　
　

1
勝
4
敗

沢
田
篤
郎（
2
S
Z
1
）

　
　

1
勝
4
敗

・
囲
碁
の
部

●
第
��
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選

手
権
岩
手
大
会

優
勝

渡
邊
和
貴（
3
S
Z
2
）

●
第
��
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭（
岐
阜
）囲
碁
部
門

出
場

渡
邊
和
貴（
3
S
Z
2
）

6
戦
2
勝
4
敗

放
課
後
の
短
い
部
活
動
時
間
の

中
で
、
部
員
一
人
一
人
の
努
力
に

よ
り
各
自
が
力
を
伸
ば
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
部
員
数
が
少
な
く

限
ら
れ
た
環
境
の
な
か
で
、
各
部

員
が
棋
力
を
磨
き
岩
手
で
の
選
手

権
大
会
に
お
い
て
は
優
勝
と
上
位

級
の
合
格
な
ど
の
成
績
を
収
め
て

き
ま
し
た
。
岩
手
大
会
で
の
優
勝

に
よ
り
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
岐
阜
大
会
に
向
け
て
、
プ
ロ
棋

士
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
す

る
な
ど
し
、
棋
力
を
上
げ
る
努
力

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
囲
碁
と
い

う
一
つ
の
日
本
文
化
を
受
け
継
ぎ

広
め
る
と
い
う
責
任
感
と
い
う
も

の
を
生
徒
は
持
っ
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。（

顧
問
／
平
井
哲
也
）

【
合
唱
部
】

第
76
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
岩
手
県
大
会
が
8
月
24
日
～
25

日
に
ト
ー
サ
イ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー

ル
岩
手
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
附

属
中
学
生
2
名
を
含
め
、
8
名
で

の
参
加
で
し
た
。
少
人
数
の
良
さ

を
生
か
し
た
一
人
一
人
の
良
さ
が

光
る
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

（
顧
問
／
加
藤
美
津
子
）

【
さ
ん
さ
同
好
会
】

●
第
��
回
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り

生
徒
62
名（
総
勢
1
1
3
名
）

優
秀
賞（
8
月
1
日
）

令
和
６
年
度
は
連
覇
を
狙
っ
て

い
た「
さ
ん
さ
甲
子
園
」は
出
場
校

が
少
な
く
、
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
目
標
を
出
場

団
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
入
賞
に

変
更
し
、練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

清
流
さ
ん
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
、３
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、

猛
暑
に
負
け
ず〝
統
一
の
美
〟を
目

指
し
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
当
日

は
掛
け
声
も
大
き
く
、
元
気
と
笑

顔
に
あ
ふ
れ
た
演
舞
を
披
露
で
き

ま
し
た
。
審
査
結
果
は「
優
秀
賞
」

（
２
位
）受
賞
！

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
顧
問
／
佐
々
木
恵
）

【
芸
術
部
】

◉
美
術

●
第
��
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭

美
術
・
工
芸
部
門

奨
励
賞

下
河
原
陽
由（
3
A
2
）

●
第
��
回
岩
手
芸
術
祭
美
術
展

洋
画
部
門

入
選

下
河
原
陽
由（
3
A
2
）

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
美
術
工
芸
展

絵
画
部
門

入
選

福
田
侑
亮（
2
S
Z
1
）水
彩

梶
山
優
愛（
1
A
2
R
）ア
ク
リ
ル

●
令
和
�
年
度
岩
手
県
高
等
学
校

文
化
連
盟

連
盟
賞

下
河
原
陽
由（
3
A
2
）

◉
書
道

●
第
��
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭

書
道
部
門

1
種「
漢
字
か
な
交
じ
り
」

入
選　
　

兼
平
結
心（
2
Z
1
）

2
種「
漢
字
・
か
な
」

秀
作
賞

荒
井
優
花（
1
Z
1
）

2
種「
漢
字
・
か
な
」

入
選　
　

斉
藤
蘭（
2
S
Z
1
）

芸
術
部
で
は
美
術
、
漫
画
、
書

道
の
部
門
ご
と
に
、
昇
龍
祭
や
高

総
文
祭
に
向
け
た
作
品
制
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。
美
術
は
そ
れ
ぞ

れ
の
興
味
に
応
じ
て
水
彩
、
ア
ク

リ
ル
、
油
彩
、
ペ
ン
画
な
ど
の
技

法
を
用
い
、
コ
ー
チ
の
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、
技
能
を
向
上
さ
せ

な
が
ら
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
書
道
は
、
昇
龍
祭
で

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。
芸
術
部
の
作
品
は
、
本

校
1
号
館
～
2
号
館
の
渡
り
廊
下

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
顧
問
／
佐
藤
律
子
）

【
吹
奏
楽
部
】

5
／
25
㈯
、
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝

沢
に
お
い
て
、
第
2
回
定
期
演
奏

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
お
よ
そ
1
4
0
人
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
お
楽

し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

他
、
野
球
応
援
や
昇
龍
祭
で
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
部

員
一
同
、
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
を

第
一
に
充
実
し
た
活
動
が
で
き
ま

し
た
。
3
年
生
の
引
退
後
は
、
部

長
や
生
徒
指
揮
を
中
心
と
し
て
生

徒
主
体
の
熱
心
な
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。（
顧
問
／
大
平
達
郎
）

【
家
庭
部
】

家
庭
部
は
毎
週
月
曜
日
の
放
課

後
に
お
菓
子
作
り
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
７
月
の
昇
龍

祭
で
は
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の「
８
種

の
マ
フ
ィ
ン
」の
模
擬
店
を
出
店

し
、
大
盛
況
。
5
月
の
イ
ン
ク
ル

こ
ど
も
食
堂
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

製
作
し
た
カ
プ
セ
ル
ト
イ
が
、
カ

プ
セ
ル
ト
イ
コ
ン
テ
ス
ト
で
1
位

に
。7
月
に
は
家
庭
部
企
画
で『
か

わ
い
い
ク
マ
さ
ん
マ
フ
ィ
ン
を

つ
く
ろ
う
！
』を
開
催
。
国
際
交

流
も
積
極
的
に
行
い
、
5
月
に
は

イ
ギ
リ
ス
の
姉
妹
校
イ
ン
ビ
ン
ト

ン
ビ
レ
ッ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
と
、
10

月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姉
妹

校
の
シ
ー
フ
ォ
ー
ド
セ
カ
ン
ダ

リ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
さ
ん

た
ち
と
調
理
実
習
を
。
夏
期
休
業

中
に
は
岩
手
県
主
催
の
東
北
防
災

学
習
に
初
参
加
し
、
盛
工
の
生
徒

さ
ん
た
ち
と
交
流
。
こ
れ
か
ら
も

校
内
外
で
活
動
の
場
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。
年
度
途
中
の
入
部
も
大

歓
迎
で
す
‼（

顧
問
／
藤
原
陽
子
）

【
茶
道
部
】

茶
道
部
は
、
週
2
回
の
お
点
前

稽
古
を
部
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
昇
龍
祭
で
の
お
茶
席

開
催
と
、国
際
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
お
よ
び
姉
妹
校

来
校
時
に
ゲ
ス
ト
を
お
茶
席
に
お

招
き
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も「
和

敬
清
寂
」「
日
々
是
好
日
」を
忘
れ

ず
精
進
し
ま
す
。

（
顧
問
／
糸
井
眞
一
）



盛岡中央高校PTA会報 ୈ��߸ɹྩ࿨�೥��݄��೔�ʢ�ʣ

　今年度は姉妹校来校やフォーラムなど海外の方との交流が多くあり、他国の文化や言葉に触れ、素晴らしいグローバル教育を体験する
ことができました。PTA活動では県内外への研修旅行も２回実施し、とても充実した研修でした。今年度もPTA会報委員の皆様をはじめ、
たくさんの方々のご協力があり、PTA会報を発行することができました。本当にありがとうございました。

編
後
集
記

　今年度、高校生徒会と附属中学生徒会は、ＩＧ
Ｒいわて銀河鉄道株式会社様と共同で鉄道利用促
進ポスターの作成に携わりました。初めての試みで
したが、生徒が主体となりながらどのようなポスター
を作成するか一からアイディアを出し合い、撮影や
文字入れを行いました。何度も修正を繰り返しなが
ら完成したポスターを見て、生徒たちも嬉しそうな
表情をしていました。ＩＧＲ車内にポスターが掲示さ
れる予定ですので、是非見つけてみてください。

　ＣＨＵＯの特色や魅力を体感できるオープ
ンスクールが夏（７月）と秋（９月）に本校で行わ
れました。夏秋あわせて約１５００名の多くの
中学生・保護者が参加しました。
　今回は「各コースの企画」・「授業体験（国・
数・英・理・社）」「中央高校活動紹介」「国
際交流活動紹介」「部活動体験」「学校見
学ツアー」の６つの体験と午後は希望制で部
活動に参加できる盛りだくさんの内容でした。

この度、中学校・高等学校や専門学校など13校を運営する、学校法
人龍澤学館（本部：岩手県盛岡市、理事長：龍澤 尚孝）とその関連
企業は、統一グループロゴマークを制作しました。新たなロゴマークのも
と、地域社会に貢献する「龍澤学館グループ」として積極的に活動を
強化します。

岩手県は、山と海の豊かな自然のもと、全国でも数少ない食料自給率
100％以上を誇っています。一方で県民の幸福度は高くはなく、未来を

不安視する若者の多くが県外へ流失し、人口減少が加速している現状です。今後の岩手県
にとって、岩手県に生まれ育つ若者に閉塞感を感じさせず、自らの力で未来を切り開き、課
題解決できるような人材に育てることは必要不可欠です。

龍澤学館グループで学ぶ学生は現在約7千名（2024年9月現在）にのぼります。岩手県の
未来を創造し、リードしていく人材を育成することは、地域に根差した当グループの使命であ
ると考えます。

また今や10年後の予測すら難しい時代となり、個別分野に特化した教育だけではなく、よ
り広い枠組みでの人材育成が必要となります。龍澤学館は今までグループ内の教育機関そ
れぞれの分野に合わせた教育を提供してきました。しかし、可変要素が大きい人生100年時
代を迎えるにあたり、一人ひとりの生涯により添える幅広いキャリア教育が求められています。
教育以外の多業種も有する龍澤学館グループは、今こそ人材育成におけるグループ共通で
の哲学を持ち、スケールメリットを活かすことが必要です。今回のグループロゴマークは、そ
のような龍澤学館グループとしての強化と意識統一を図るために制作しました。

■春季県内学校見学会　6月２５日㈫　参加者２１名　岩手県立大学、岩手大学
参加者の感想

●キャンパスは広く明るくてとても開放感があり、学生たちの活気があって、ここで
多くのことを学びたいという意欲が感じられました。

●説明はもちろんですが、学生さんの話も興味深く、また、校舎全体を案内してい
ただいて大学の雰囲気を垣間見ることができました。学生さんのしっかりした様子
に感心しました。
●両大学とも理解が深まり学校見学会に参加してとても良かった。今の時代の大学
入試を経験したことがない保護者にとっては、見学会前に大学入試についての説
明会があるとありがたいです。100%満足でした。

■秋季県外研修旅行 １０月8日㈫　参加者１９名　東北学院大学・三井アウトレットモール仙台港
参加者の感想

●コラトリエがお洒落で素敵な施設でした。礼拝堂もとても素敵で、そこで笹原さん
の歌声を聴けたことは忘れられない思い出になりました。集合記念撮影もできて良
かったです。
●３年間皆勤賞で参加させて頂きました。毎回、至れり尽くせりで楽しませて貰いま
した。（楽しいだけではなくちゃんと大学のお話も勉強になりました）こんなに楽し
い研修会なのに参加者が少ないのは本当に残念です。今日のPTA全体会で副会
長と杉田先生からのPR良かったと思いました！　卒業してしまいますが、バス席の
余裕があったら来年以降も参加したいくらいです。娘が中央高校とご縁があったこ
とで、私も楽しませて貰い感謝の気持ちでいっぱいです。お世話下さった先生方、
本当にありがとうございました。

●今回初参加でしたが、これまで息子の在校時には全く参加しなかったことを後悔し
ました。今後、日程が合えばぜひまた参加させていただきたいと夫婦で話していま
す。大学施設を見学する貴重な機会は、私にとっては興味深く楽しいものでした

※年２回のPTA研修では上級学校を訪問すると共に、PTA会員同士の交流を深めることを
目的としています。次年度も沢山のご参加をお待ちしております。

Ｐ Ｔ Ａ 研 修

オープンスクール開催

龍澤学館グループが初めてのグループ統一ロゴを制作 
岩手県の未来創造に向けてグループ総力で取り組む

ＩＧＲポスター作成




